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三崎町阿弥陀池のプランクトン調査

は じ め に

佐田岬半島突端に位置する三崎町には 「阿弥陀池」と

呼ばれる池がある (図1・ 写真 1)昭 和 56～ 57年 頃

おこなわれた佐田岬半島の生物総合調査では,植 物調査

の一環として,阿 弥陀池の水生植物 ・湿性植物が調べら

れている (愛媛県高等学校教育研究会理科部会生物部門

:1984)こ の報告には,「地元の古老の話によると,も

とは大きな入り江であつた部分に潮流に運ばれた砂が堆

積して海と入り江を分離したところへ,谷 川の真水が流

入したものであるらしい 最大水深約 15m 周囲約 4

km 海岸から約 100m内 陸部 平均的池の水面は平均

海面より約 2～ 3m高 位置にある.水 質はほぼ真水とい

ってよい 塩素は水道水程度.透 明度は不良 底質は砂

図 1調 査場所

大本将人

lFL,周辺部には礫も存在する 」という記述がある こ

のように阿弥陀池では主として,水 生植物や水生動物が

調査されているが,過 去に池内のプランクトンについて

年間を通した継続調査を試みたような前例は一度もない

と思われる.筆 者は三崎高校に在職しており,近 年,高

校理科で重視されるようになった 「課題研究」の題材に

なることから,年 間にどういう種類のプランクトンが出

現し,季 節的にどういう消長を示すかについて調査をお

こなつた また,調 査の2年 目には, 1年 目の結果をも

とに,植 物プランクトンの季節的な変動が,池 の水質と

どう関連しているのかを調べた。

調査地点と調査方法

プランクトンの採集は,阿 弥陀池の図2に示したポイ

ントAで おこなつた。調査期間は平成 8年 6月 から平成

9年 11月 までである (表1)使 つたプランクトンネ

ットは日径 25 0 cm。長さ35 0 clllの市販のものである (ミ

ューラーガーゼ番号は不明だが,ナ ノプランクトンの大

きいものから,メ ソプランクトンの小さいレベルのもの

が対象となる)調 査は穏やかな晴れもしくは曇りの日

を選んでおこなつた 採集時刻はすべて 17～ 18時 の

間である 岸からネットを投げ,池 の表面から水深 lm

以内を水平に約 5m程 引いて20mlのサンプル管に移し,

3～ 5%の ホルマリン溶液で固定した.一 部固定せずに

表 1 プランク トンの採集日と水質調査日

(*は水質調査日)

調査年月 日

1996年 6月 22日     晴れ時々曇 り

7月 29日     晴れ

8月 29日     晴れ

9月 26日     曇 り

1月  2日    曇 り

2月  3日     曇 り後晴れ
1月  6日     曇 り

2月  5日     晴れ

3月  3日     晴れ

4月 12日     晴れ

5月  9日     晴れ

6月 18日     晴れ

7月 22日     晴れ

8月 18日 *   晴れ

8月 31日     晴れ

9月 19日 *   晴れ

0月  6日     晴れ
0月 18日 *   晴れ

1月  3日     曇 り

1997年

天候

写真 1 阿弥陀池
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図 2 阿弥陀池のプランク トン採集ポイン トと採

水ポイント

図 3 阿弥陀池水質調査採水ポイント (断面図)

持ち帰り,生 きたままの観察もおこなつた

写真撮影と観察後,個 体数の計数をおこなつた ホル

マリン固定したサンプル管液をよくピペッティングし,

ゾウリムシ観察用のゴムリング (直経 10 nlll l ,深さl llul)

に適量移した後,顕 微鏡下 (50倍)で 数を数えた リ

ング内のプランク トンを計数した後, l mOあたりの値

に換算した なお, 2年 目は,撮 影した写真上で計数を

おこなつた 分類はできる限り細かくおこなったが,種

まで同定できないものについては,属 や科のレベルで記

述した 分類は,水 野 (1993)に従つた.

水質調査は,平 成 9年 の8月 ～10月に計 3回 ,図 1の

ポイン トB,C,Dで おこなった (表1).採 水器 (写

真 2)に 深さを記入したロープを結び付け,ボ ー トから

ゆつくりとおろし,表 層は0～ lm,中 層は3～ 4m,

深層は6～ 7mで 採水した.深層の水は中央Cの み,B,

Dは 中層までとしたので 1回 に 7箇所の水の調査をする

ことになった (図3).測 定項目は水素イオン濃度 (pH),

溶存酸素量 (DO),化学的酸素消費量 (COD),亜硝酸イ

オン (N02),リン酸イオン(P043)でぁる DOのみ,Te,a

te"試薬 (ワーナーランバー ド社)を 用い,残 りすべて

についてはパックテス ト(共立理化学研究所)を用いた

いずれも簡易な水質調査セットであり,厳 密な調査では

ない

平成 9年 8月 18日 には,水 質調査とあわせてプラン

クトンの垂直分布も調べた 採水器 250ml中のおよその

プランクトン数をl m3の個体数に換算した

結果および考察

(1)出 現したプランクトン

調査期間中に種または属レベルまで確認できたプラン

クトンは,珪 藻植物門7種 ,緑 藻植物門 10種 ,藍 藻植

物門 2種 ,原 生動物門8種 ,輪 形動物門 14種 ,節 足動

物門4種 の計 45種であつた (表2)。 このうち原生動物

には属まで確認できないものが5種 ほどあり,さ らに節

足動物のカイアシ類は種までの同定が困難な状態であ

る ただ,第 5脚 の頂端に 1本の長毛とその内側に 1本

の長い剣状棘が存在し,次 端にも1本の長毛が存在する

図 4気 温と池表層水温の変化(実線 :水温,
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●

写真 2 採水器

点線 :気温)
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植物プランク トンの季節的変動 (1996‐1997年)
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動物プランク トンの季節的変動  (1996‐1997年)
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単位 ×106(個 体/m3)
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のを確認したので,テ ルモケンミジンコ属の一種と思わ

れる。また,第 4脚 内枝末節の2つ の剣状棘のうち,内

棘が外棘の4～ 5倍 ほどあるのでタイホクケンミジンコ

の可能性が高いが,受 精嚢など他の部分の確認をしてい

ないので,断 定はできない.藍 藻植物のアオコは記載し

た ylcrοcysrおαa″gi″sα以外に他の M″ α卵麻属も出現

しているようである

(2)季 節による植物プランクトンの出現状況

図4に は気温と池表層水温の経月変化を表した 植物

プランクトンの経月変化 (図5)と 比較すると,ア オコ

図7 植物プランク トンの季節的変動  (1997年 )

(X10も鮮/m3)

0 1oo 200 動物 プランク トン

ケンtソンコ     ミツ
'デ
ヮムフ

図 8 夏季におけるプランク トンの垂直分布 (1997.8.18)

4 m

7m

は8, 9月 の非常に暑い最中に,メ ロシラは2～ 4月 の

冬から早春にかけて大発生することがわかった。イヶツ

ノオビムシは春と秋に増殖し,ハ リケイソウは春に急増

した後すぐにもとに戻つた

ナノプランクトンは前述のとおり計数しなかったが,

顕微鏡下で度々目にしたものをあげると,フ タヅノクン

ショウモ, ヒトヅノクンショウモ,イ カダモ (セネデス

ムス),ク ロレラ,シ ュレデリア,ホ シガタケイソウ,

クサビケイソウ,フ ナガタケイソゥN″lc・
“
ra sp.,アナ

ベナなどがある.ま た,池 の状態がかなり富栄養化して

ヽ
、 ン
ゝ



‐5-                     南予生物 (1998)Vol 10

いることを示す種 として,緑藻類の ミクラクティニウム,

ケラスツルムが見られた

(3)季 節による動物プランク トンの出現状況

動物プランク トンでは, コシボソカメノコウワムシ,

ナガ ミツウデワムシ,ツ ボワムシが春 と秋に増加 した

ケンミジンコも暖かい時期に現れた ゾウミジンコは晩

8/18

肝
”７
１ヽ
巧
姓

ll● |・

1111

…

秋に急増した 本種は春にも増加したが,ち ょうど植物

プランクトンのアオコ,メ ロシラの合間をぬったような

増減の仕方をするのが興味深い.食 物連鎖との関連が考

えられるが,詳 しくは不明である 寒い時期になると,

動物プランクトン類は出現してこないと考えていたが,

ドロワムシ,コ ガタツボワムシが空いたニッチを埋めて

9/19 10/18

図 9 水質調査結果 採水時刻 1400-15ЮO 単位 :pHを 除きm」(ppm)
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表2 阿弥陀池におけるプランクトンロ録
計数 t た́ t)のについては●印を施 し,そ れ以外のものについては出現した年と季節を記 した

番号    種       名 採集年 季節       特         徴

珪藻植物門

珪藻綱

中心型亜綱

デ ィスコイデ スロ

メロシラ科

1       メロシラ属の 種 胎 ′οsル′ sp          ●         ・淡水プランク トンとしてごく普通に出現する珪藻の つ

多量に発生する

羽状型亜綱

オ ビケイ ンウロ

オビケイ ンウ科

2       ホシガ タケイ ンウ属の一種 Иs′″,ο″
“
′ル sp    H8,9年 通年    ・細胞は,そ の一端で結合 し,星 形の群体をつ くる 一年を

通 して見られる

3       ハ リケイ ツウ シ″θ″″∂ acιる            ●          分布は甚だ広 く,全 国で見 られる

4       ハ リケイ ツウ属の 種 s″lθ″′ sp         H8.9年 通年    ・春 ,秋 に多いようである 2, 3種 あるか もしれない

アクナンテ ス日

クチ ビルケイ ツウ科

5       クチ ビルタイ ンウ属の一種 C"bθ″a sp      H8,9年 春 ,秋    。その名のとお り,特 徴的な形をしている

クサ ビケイ ンウ科

6       クサ ビタ ソウ属の一種 G呻 力ο
“
姥 s,       H8,9年 春,秋    ・この属の珪藻は楔形をな し,細 い方に寒天質の柄が付いて

ニ ッチアロ                                 いて,他 のプ ランク トンなどに付着す る

コバンケイ ンウ科

7       コバンケイ ンウ
"′
,rθ′ル ′οわυ,`θ        H9年 秋      ・かな り大型の珪藻 数は少ない

緑藻植物門

緑藻綱

クロロコッカスロ

ア ミミドロ科

8       フタツノクンショウモ 々′ルsυ′r" れ ,ノοχ     H8,9年 通年    ・全国各地の湖沼,池 に産する最 も普通種

9       ヒ トブノクンショウモ 々″わドυ″177 ざ′″ ′P,    H8,9年 春.秋    フタツノクンショウモに比べると数は極端に少ない

|‐ キ ィステ ィス科

10       シュ レデ リア ヽヵrnθ́ ′′″ ざ″ ,ィ″∂        H8,9年 春.秋    数は少ない 両端が非常に尖る

H       クロレラ属の一種
`カ
ハ′θ′′υ sp          H8,9年 秋 (●)   細胞の形だけで種名の決定は□難である 種類は甚だ多い

12       ノ、レミカ ンキモ属の 一種 Seた′as″柳  sp      H8,9年 春,秋    三日月型の細胞が集まり,背 面が接 した群体をな● 数は

セネテ スム ス科                             非常に少ない

13       セ ネデ ス′、ス属の一種 ,ど″θ″珈 s sp       H8,9年 通年    ・年間を通 してよく出現す る

14       セ ネデ スノ、ス ,θ″
"wυ
s ″,″ο,p71どs       H8 9年 通年    ・年間を通 し Cよ く出現する

ミクラクテ ィニウノ、科

15       ミクラクテ ィニウム 1/2c,,け′″′
"ρ
υドリ″切     H8,9年 春     ・有機質の多い富栄養化水城を好む

ケラスツルム科

16       ケラ スツルム属の 種 α)どわ

“

′吻 sp       H9年 春      ・汚染 された水域に出現することで知られ る 数は非常に少

ホシ ミドロ日                            ない

ツツ ミモ科

17       スタウラ スツルム属の一種 SraυrKlsrr1777 Sp     H8,9年 冬     出現す る時期は限 られ Cい るよ うである

藍藻植物門

藍藻綱

クロオコックスロ

クロオコックス科

18       アオコ 4/7r′οり's`お aθr喀′ηο
"          

●         ・細胞は青緑色で,球 形か ら不定形のものまで様々 有機質

で汚染 された水域に多く,夏 か ら秋にかけて 「水の華」を

形成する この池にはあと 2. 3種 類いるようである

ユ レモ ロ

ネンジュモ科

19       アナベナ属の一種 か∂bθ
"∂
 sp          ●         ・異質細胞 と休眠胞子を有するのが特徴 藻糸は真直 ぐ,彎

曲,螺 旋状などがあるが,阿 弥陀池では,真 直 ぐなものば

か りだつた

原生動物 F弓

有色鞭毛虫綱

渦鞭毛虫目

ウズオビムシ牟

20       ウズオビ′、シ属の一種 ん′,″″7〃 sp       H8,9年 春,秋    ,多 数の鎧板か らできていて,横 の溝が発達 している 小 さ

いので同定が難 t い́

21       イケツノオビムシ
"″
′y7r わ r“′ルθ″∂     ●          高山湖沼から平地池 ,沼 な ど全国いたるところに出現す る

最 も普通種

緑虫目

ミドリムシ科

22       ミ ドリム ン属の 一種
"ノ
θ″a sp          H9年 春       他に 1,たくさんいる可能性がある

繊毛虫綱

貧毛目

ケナシヨムシ科

23       ケナ ンコムシ属の一種 S`′οわ′′

"硼

 sp      H8年 冬      ・空色を していて,か な り大きい 水面にlfrぃところ{「よぅ

てくる
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表2 阿弥陀池におけるプランクトンロ録(続き)

番 号   種       名 採集年 ・季節       特 徴

ケサガコムシ科

24       ケナガ コムシ属の 種 7rar r″ル sp        H9年 秋      ・体はほぼ球形に近く, 口部付近の機毛群に特徴がある

縁毛 目

ツリガネムシ科

25       ツリガネムシ属の一種 %′ rrceノ′a sp       H8,9年 春     ・教科書等にもよく出てくる

異毛日

ラッパムシ科

26       ツライロラッバムシ
`′
切rα ごο″″ノθ″s      H9年 早春     ・体内に stentorinという色素を含むので青色を皇する

淡水環境を好み,湖 沼,溝 などに生息する

根足虫綱

有役変形虫目

ナベカムリ科

27       ナベカムリ ′rε゙′′θ ″ノ″rrs           H9年 晩秋     ・殻の表面は滑らかで,侵 頭笠のような形  暗褐色で,裏

側中央が凹み,孔 があつて偽足を出す

輸形動物Fl

輪虫綱

遊泳目

ツポワムン科

28       コシボツカメノヨウワムン Keratθ′′a "レ     ●        ・背甲に網目状,特 に亀甲紋や点彫刻があって特徴的である

※図5では,ナがミツウ 本種は南方系種で,我 が口には夏季,浅 い池沼に普通に出現

テ・フムシと同時に計数  する

29       カメノコウワムシ Kerarθノん οοあノearお      H9年 晩秋     ・後棟が全くない 各種水城に最も普通に出現するとあるが

阿弥陀池ではむ しろ限定された一時期に現れるようである

30       ツボワムシ
"″
″
"ぉ
ο″″FF7ο″s        ●        ・輸虫類中最も普通に出現し,ア ルカリ水城好む 世界に広

く分布する 棘の長さに変異が多く,平 成 9年 の調査では,

出現してから次第に長くなつていく季節的多型現象がみられ

た

31       コガタツボワムシ 麟 勧ゴ●ar a′
`υ
ル″s      ●        ・我が国各地に産する アルカリ性を好む

32       カ ドツポワムシ
"θ
σ″
“
″s ●
“
″′

“

″a`″s    H9年 春      ・アルカリ性水城を好み,全 国各地に普通に見られる 特に

富栄養の溜池に多い

33       プダペス トツボワムシ 励 あJ●77υS b"ゆ
“
′ル
“
SIs H9年秋      ・全国各地に出現し,ア ルカリ性水域の富栄姜池に多い

34       ウシロツノツポワムシ ケ′ε力ra17″s んrFrευノa   H8年 春,H9年 秋  ・南方系種で,亜 熱帯域に分布する 後韓 2本 が長大なのが

特徴

ハオリワムシ科

35       ハオリフムシ

“

rルノa″s ピr2ar″a         H9年 秋      ・全国各地に極めて広く分布する

36       シリトグオニワムシ ″,ε力ο
`rra 
′θ,7,0`お    H9年 春      ・全国各地に広く分布するが,阿 弥陀池では数は非常に少な

ドロワムシ科

37       ナガマル ドロワムシ ,"ε力aθra oわ′
“
″       ●        ・冬から早春にかけて出現  阿弥陀池でも同じ傾向が見ら

れた

38       ハネウデワムシ あ′/a″力
" `r,ノ

a        H8,9年 春,秋    ・体の上部に3本 1東 になつた薄い羽状の付属物が4箇 所か

ら出る

ネズミワムシ科

39       ネスミワムシ属の一種 々カカοο″εa sp      ●H8,9年春,夏   ・大部分のものは水草の間に生活し,一 部が浮遊生活を送る

フクロワムシ科

40       フクロワムシ ゎ ね″ε肪∂ ″
'ο
あ
"′
β       H8,9年 夏     ・体が透明で柔らかい かなり大型

ミツウデワムシ科

41       ナガミツウデワムシ ″″油  ノ
"′
おθ
`′
      ●        ・湖沼や池のプランク トンとして最も普通に出現する

※図5では,コシホ
・ソカ ホルマリン固定すると前棘は体の上方へ離れる

メノコウワムシと同時に計

数

節足動物門

甲殻綱

燿脚目

枝角市日

ゾウミジンコ科

42       ゾウミジンコ あ鋼,77a ′0′
`r″
s′ガs        ●        ・全国各地の浅い池沼から大湖まで広く分布し,富 栄養湖沼

には特に多い 湖水では昼夜の垂直移動が著しい

ング科

43       オナガミジンコ ′′″力a″ο夕期 b“ご″υ′υり      H9年 夏      ・浅い池沼から大湖に至るまで日本に広く分布し,富 栄養型

の温暖な水城を好む 初夏から初秋にかけて増殖する

マルミジンコ科

44       シカクミジンコ属の一種 /′ο72a sp        H8,9年 晩秋    ・沿岸性で浅い水域に多く出現する 世界各地に分布す

る 阿弥陀池では出現時期が限られているようである

カイアシロ

ケンミジンコ科

45       テルモケンミジンコ属の一種  r/7″]"c″′
", sp  

●        ・分類が難 しく種まで同定 しづらい この他にも2. 3種 あ

(タイホタタンミシンコ 勧θttοry`′のs“ ルοんど
"」
s?)            る可能性がある
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お り,こ れ らは,お そらく耐寒性のあるプランク トンで

あると思われた (図6)

数が少なかったがよく日にしたものに,ネズミワムシ,

フクロワムシ,ウ シロヅノツボワムシ,ハネウデワムシ,

ツ リガネムシなどがある。その他,ソ ライロラッパムシ,

オナガミジンコ,カ ドツボワムシなど,富 栄養化 した場

所に見られる種がほとんどであった また,一 般にツボ

ワムシ類はアルカ リ性を好む種が多いとい う記載のとお

り,池 中の pHは おおむねアルカ リ性を示 し,平 成 9年

8月 18日 の調査では,池 表層の pHは 9を 超えた (図

9)

(4)環 境要因と植物プランク トンの相互作用

池の透明度は低 く, 7～ 9月 はアオコで水面が緑色に

なつた 平成 9年 8月 の調査では,塩 素は表層で 60～ 80

mgЛ(水道水の 2～ 3倍 ),塩 分は 001g/100ml以下であ

り,ほ ぼ真水 といつてよい

2年 目の植物プランク トンの計数は,ク ロレラとアナ

ベナを加えた計 6種 でおこなつた (図 7)1年 目の変

化を見ると, 9月 ～ 2月 にかけてアオコがメロシラに優

占種の座を譲 り渡 していることに気づいた (図 5)そ

こで, 2年 目の調査では,こ の時期に池の水面下で何が

起こつているのかを調べるために,植 物プランク トンの

推移 と水質調査の結果 (図9)を あわせて考察 した

8月 の調査では,全 体的に成層構造がはつきり形成 さ

れていることがわかる これは植物プランク トンの環境

に対する 「反作用」の結果 と考えられる すなわち,池

の上層に多いアオコの光合成により DOは 高くなり,二

酸化炭素の消費量が増えるために上層は酸性度が低 くな

り,ア ルカ リ度が増 し pHは 急に高くなる 死滅沈降す

るアオコにより,COD,N02,P043-は 逆に下層で高

いことがわかる また, この時期調べたプランク トンの

垂直分布によると (図8),ア オコの少ない下層にはメ

ロシラが多く分布 していた むろん増殖期のものと違い,

細胞がたくさん連 らなつた細長い個体ではなく, 3, 4

つの細胞が連 らなつた小さな個体ではあるが,窒 素 ・リ

ンをしっか りと吸収 し,次 の増殖のための準備をしてい

るようである.

9月 の調査では,一 変 して成層構造が消失 した これ

は,表 層水温の低下により上層 と下層の温度差がなくな

り,鉛 直混合がおこるためと考えられる.こ れにより,

窒素 ・リンは急激に池全体へと拡散 し, 10月 のメロシ

ラの大増加を促すのであろう。まさに環境からプランク

トンヘの 「作用」の様子が見て取れ る.pH,DO,COD

についても成層構造が消失 しているが,こ れは温度低下

に伴うアオコの減少が影響していると考えられる。事実,

この時期池の透明度が急激に増すのを確認している 窒

素 ・リンを吸収したメロシラが,ア オコの隙をぬって急

増し,下 層から上層へ池全体に広がっていく。また,ア

オコも再び増加に転じるので,池 はまた緑色が濃くなつ

ていく ただし夏と違い,藍 藻のアナベナ,ク ロレラな

ども増加していくようである これらが次の 10月 の調

査の成層構造を再び形成していく原因になっていると考

えられる ただし,温 度が高くないので自然増加するプ

ランクトン量にも上限があり, 8月 ほどの違いが現れな

いのであろう このようにして栄養塩と植物プランクト

ンとは相互に関連し合いながら,増 減を繰り返していく

のであろうと考えられる

今後は,別 の池でもプランクトン調査をおこない,阿

弥陀池の結果と比較してみたいと考えている

翻 辞

本報をまとめるにあたり,貴 重な御助言をいただいた

愛媛県立人幡浜高等学校の辻 幸一教諭と,校 関してい

ただいた中予水産試験場の清水孝昭氏にお礼申し上げま

す また,水 質調査の際,採 水を手伝つてくれた三崎高

等学校生徒の塩崎 潤君に感謝の意を表します
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写真 3 ホシガタケイソウの一種 /s″′わ′arra sp.

写真 4 ハリケインウ 助 ″″
““

写真 5 クチビルケイソウの一種 o″ b′JFa sp

写真 6 クサビケイソウの一種 Gク″′みο″"α
 sp

写真 7 コバンケイソウ S″′
"Jra″
柄 ″

写真 8 フタヅノクンショウモ Pθ″αs″″″″ あノα

写真 9 ヒトヅノクンショウモ Padias“
""s加
ノα

写真 10ム レミカゾキモの一種 &basれ
"sp

写真 H セネデスムスの一種 &“ ¢&s"4 sp

写真 12セ ネデスムス &“ 翻ω
“
ぉ ″″%″

“
写真 13 ミクラクティニウム Micracrlri“

“
′
“
″r2“

写真 14ケ ラスツルムの一種  の ŕas″″″ sp

写真 15 アオコ Mbο cysrおα″暉i″●sa

写真 16ア ナベナの一種  И″αbα
“
α sp

写真 17 ウズオビムシの一種 ル屁レ勧 sp

写真 18イ ケツノオビムシ α″arf″
“
カル
“
商レ J́/a

写真 19ケ ナシヨムシの一種 Srrab″j″7771 Sp.

写真 20ケ ナガコムシの一種 ル rrarねsp.

写真 21 ソライロラッパムシ 品
"ゎ
″ωげルぉ

写真 22ナ ベカムリ Иκぬ ν●Jgaris

写真 23 コシボソカメノヨウワムシ 逢
“
膨Jra varga

写真 24カ メノコウワムシ 豫″虚fra ω

“

ルarぉ

写真 25 ツボワムシ 辟感 ゎ
““ “
ryψ ぉ

写真 26 コガタツボワムシ 躊贔 極
“
aaFrarぉ

写真 27カ ドツボワムシ Br“h勧
“
9″ar麟′″ram

写真 28 ブダペス トツボワムシ

Brachi●●溶 bば甲 sri4′ぉお

写真 29 ウシロヅノツボワムシ 〕
“
h初四 ヵ口

“
Й

写真 30ハ オリワムシ E“ο滋
"お
油hara

写真 31 シリトゲオニワムシ rriσゐ。″ia″Pac′お

写真 32ナ ガマル ドロワムシ 勁 ch“″ οbr●aga

写真 33ハ ネウデワムシ PaFyarra“″:ゴ.

写真 34ネ ズミワムシの一種 ルねbcarca sp.

写真 35 フクロワムシ ИsPra"“″α″あ ra

写真 36ナ ガミツウデワムシ 則レた あ響
"ra

写真 37 ゾウミジンコ B∝
"洸
α lo"」れψお

写真 38オ ナガミジンコ DttЙ●″ωο
“
ab″ σ″

“
′″
"

写真 39 シカクミジンコの一種  /あ ″́ sp

写真 40テ ルモケンミジンコの一種 (♀)

勤 ′
"″
οッc′ιr Sp.

※パーは,す べて50μ mで ある.

※写真 3,5,6,8,9の 棒状のものはメロシラの一種

滋 Jasルα spで ある.

(おおもとまさひと :愛媛県立三崎高等学校 〒796Ю801

西宇和郡三崎町三崎 511)


